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研究成果の概要（和文）：人間の神経可塑性を誘導する非侵襲的脳刺激法（NIBS）はリハビリテーション応用さ
れてきた。現在では、静磁場刺激法やパターン電流刺激など新規NIBSが開発されつつある。本研究では、NIBSを
利用した「ネオ・リハビリテーション」開発という臨床的問いを中心に、その生理機構をシステム脳科学の観点
から解明した。静磁場刺激法の世界初の脳卒中リハビリテーション応用とclosed-loop式パターン電流刺激法の
機器開発をパーキンソン病への臨床応用を行い、静磁場刺激法については、脳機能ネットワークへの影響を明ら
かにし、動物実験によって生理機構を解明した。

研究成果の概要（英文）：Non-invasive brain stimulation (NIBS) methods that induce neuroplasticity in
 humans have been applied in rehabilitation. Currently, novel NIBS such as static magnetic field 
stimulation and pattern electrical stimulation are being developed. In this study, we focused on the
 clinical question of developing "neo-rehabilitation" using NIBS and elucidated its physiological 
mechanism from the viewpoint of system neuroscience. We successfully applied static magnetic field 
stimulation to stroke rehabilitation, and developed a closed-loop pattern current stimulation 
equipment which can be applicable to Parkinson's disease. For the static magnetic field stimulation 
method, the effects on the brain functional network were clarified and the physiological mechanisms 
were elucidated by animal experiments.

研究分野： 臨床神経生理学

キーワード： リハビリテーション　非侵襲的脳刺激法

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
脳可塑性を誘導する非侵襲的脳刺激法は広くリハビリテーションに応用されてきた。だが、そのシステム脳科学
的な理解、および臨床応用の実現可能性は十分にはできていない。本研究では、「ネオ・リハビリテーション」
の研究と開発を目的として領域横断的な検討を行った結果、脳卒中の治療への静磁場刺激の応用、およびパーキ
ンソン病の治療へのclosed-loop式パターン電流刺激法の応用の臨床研究に成功し、エビデンスを明らかにし
た。また、静磁場刺激の作用機序を明らかにした。これらは、超高齢社会となった日本において、脳卒中やパー
キンソン病に苦しむ人々のQOL向上につながる成果であり、社会的意義は大きい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 脳卒中は世界の死亡原因の 2 位を占め、回復した場合でも機能障害を残すことが多い。とく
にADL障害において重要な運動麻痺についてはこれまで反復的な運動訓練がリハビリテーショ
ンとして用いられてきた。これは、反復による神経可塑性の誘導によって（ある程度の）機能再
建を可能とする手法である。さらに近年では、リハビリテーションによる回復の基本原理である
神経可塑性を加速・強化するためのさまざまな手法―脳刺激法や薬理学的手法や細胞移植―が
実験的に用いられてきた。 
 脳刺激法としては、従来とくに反復経頭蓋的磁気刺激法（repetitive Transcranial Magnetic 
Stimulation: rTMS）および経頭蓋的直流刺激法（Transcranial DC Stimulation）について臨
床応用に向けた研究が盛んであった。これらに加えて、ヒト神経可塑性を誘導する新しい非侵襲
的脳刺激法（Non-invasive Brain Stimulation: NIBS）として、交流波形やランダムノイズなど
に変調した電流刺激を用いるパターン電流刺激法、複数の周波数や位相の異なる電場を組み合
わせて干渉させることで脳深部に非侵襲的に電気刺激を与える手法、強力な永久磁石による静
磁場刺激法（Transcranial Static Magnetic Stimulation: tSMS）、超音波刺激法などが試みられ
つつある。 
 こうした新規 NIBS の最大のメリットは「非（ないし低）侵襲性」、すなわち臨床応用への可
能性（リハビリテーションなど）が開かれていることである。だが、新規非侵襲的脳刺激法
（NINBS）が生み出し得るヒト神経可塑性に関して、（１）作用機序のシステム脳科学的な理解
（細胞・シナプスでの可塑性と領域間の機能ネットワーク可塑性）、（２）リハへの臨床応用の実
現可能性、という根本問題は解明されていない。 
発展の著しい非侵襲的脳刺激法（NIBS）の最新の成果を臨床応用につなげるとともに、NIBS

による可塑性の作動原理を解明するという研究目的は、研究代表者が追求してきた研究テーマ
である。その観点から、研究代表者として「磁気刺激と反復運動のハイブリッドによるリハビリ
の脳内機構の非侵襲的手法による解明」（基盤 B、2012-4）、「直流刺激と歩行運動のハイブリッ
ド型リハによる下肢機能再建とその脳内機構の解明」（基盤 B、2015-8）を遂行してきた。 
その中で、臨床応用を見据えた研究には医学系研究者だけでなく領域横断的に心理学・工学・

生理学の研究者と共同研究をすることの必要性を痛感した。また、核心となる臨床的問いがあっ
て初めて研究の意義を理解し、神経科学研究を進めていく高いモチベーションにもつながると
考えている。そこで、NIBS によるネオ・リハビリテーションという臨床的問いを核心としつつ、
NIBS 専門家である宇川（分担研究者）と協力して、細胞レベルからシステムレベルまでの専門
的研究者を結集して可塑性の原理を解明するという本研究を着想した。 
 

２．研究の目的 
 本研究は、この問いに答えるため、生理学・工学・心理学・基礎医学・臨床医学の垣根を越え
た横断的研究体制で、動物実験から機器開発と臨床研究までに挑むものである。 
 したがって、本研究の目的は、新規非侵襲的脳刺激法（NIBS）を従来のリハと組み合わせた
革新的な手法（ネオ・リハビリテーション）を開発し、その生理機構をシステム脳科学の観点か
ら解明することである。新規 NIBS として静磁場刺激法（tSMS）と tDCS を応用したパターン
電流刺激法を検討し、脳波での領域間結合測定によって脳機能ネットワークへの影響を明らか
にし、動物実験による生理機構解明を目指した。 
 
３．研究の方法 
（1）静磁場刺激法 
静磁場刺激法（tSMS）は 2011 年に Oliviero らによって開発された新規 NIBS であり、研究

代表者と分担研究者の野嶌、桐本がいち早く日本に導入し、その神経可塑性効果について研究を
積み重ねてきた。これまでヒトでの基礎研究や動物実験は行われてきたが、臨床応用の可能性は
未踏であり、生理機構は完全には解明されていない。小型永久磁石による tSMS は安全かつ安
価であることから、本研究での世界初の tSMS を用いた脳卒中リハの開発と客観的効果判定は
きわめて社会的有用性が高い。また、その生理機構については従来未解明であったが、分担研究
者の福田らとパッチクランプ法によるマウス脳での動物実験を行った。 

 
（2）パターン電流刺激法 
たんに外部から NBS を与えるのではなく、神経系の内因性リズムに着目し、内因性リズムと

同期して NIBS を与える closed-loop 式刺激を考案し、その開発を行った（分担研究者：小野、
植木）。本研究でのパターン電流刺激法では、二足歩行という ADL 上重要な機能に着目し、自
然歩行周期と同期させたパターン電流刺激を脳に与える closed-loop 式刺激システムを開発し、
内因性脳活動と外因性刺激法の間の spike-timing dependent plasticity によって歩行に関わる
神経回路を可塑的に強化することを目指している。筋力増強だけでなくリズム性（Central 
Pattern Generator）に着目して歩行の機能的再建を目指すアイデアは世界初である。歩行再建



リハは汎用性が高く、脳卒中による麻痺だけではなく、錐体外路性の歩行障害や小脳性の歩行障
害への臨床応用の展開も想定している。 

 
（3）脳機能ネットワーク測定手法の開発 
 こうした新規 NIBS による神経可塑性誘導の作用については、double-blind での客観的なリ
ハ有効性判定に加えて、システム脳科学の手法でヒト脳の機能的ネットワークの可塑的変化を
解明することが必要である。そのため、fMRI による脳賦活に加えて、臨床応用を見据えた簡易
な手法として近赤外光トポグラフィー（NIRS）による脳血流測定を用いた検討を行う（分担研
究者：大須）。また、システムとしての脳の領域間結合の機能ネットワークを定量的に検討する
ために脳波によるネットワーク解析による数理科学的な検討を行う（分担研究者：北城）。 
 
４．研究成果 
 以下に示した通り、新規 NIBS を従来のリハビリテーションと組み合わせたネオ・リハビリ
テーションを開発して臨床応用し、その生理機構をシステム脳科学の観点から解明するという
本研究計画の目的は十分に達せられた。 
 
（1）静磁場刺激法（tSMS） 
  tSMS については、以下をはじめとして多くの研究成果が得られた。とくに、生体作用の生理
機構が分子レベルで、世界で初めて解明されたことは特筆すべき成果である。 
  現在の tSMS は、磁石からの距離によって磁場が減衰するため、脳の深部を効果的に刺激する
には不十分である。そこで、非侵襲的な脳深部刺激のため、3つの円筒形ネオジム磁石を近接し
て配置したトリプル tSMS システムを設計・製作し、現行の tSMS と比較した。さらに、その機能
を確認するために、17 人の健常人の一次運動野をトリプル tSMS で 20 分間刺激し、経頭蓋磁気
刺激によって得られた運動誘発電位（MEP）を用いて皮質の興奮性を評価した。我々のシステム
は、現行の tSMS よりも 30mm 深い、磁石表面から 80mm の深さまで神経調節に十分な磁場を発生
し、MEP 振幅を有意に減少させ、健常被験者の M1 興奮性の抑制に成功した [1]。 
 tSMS の臨床応用として、亜急性期脳卒中患者における運動改善効果を評価する研究を行った。 
二重盲検無作為クロスオーバー試験で、亜急性脳卒中（脳卒中発症から 6ヵ月未満）で上肢片麻
痺の患者 20 名を登録し、あらかじめ書面での同意を得たうえで、60 分間の作業療法（OT）中に、
第 1 背側骨間筋（FDI）の対側一次運動野（M1）に 20 分間、TSMS またはシャム TSMS を行う 10 日
間の介入を行った。主要アウトカムは、手指巧緻性の定量的評価（修正 10 秒テスト）であった。
副次的アウトカムは、上肢の Fugl-Meyer 評価（FMA）運動スコア、Action Research Arm Test
（ARAT）、Box and Block Test（BBT）、両側の FDI の運動誘発電位（MEP）であった。TSMS は、
シャム TSMS よりも修正 10 秒テストにおいて有意に大きな増加を示した。また、患側の MEP で
は、実 TSMS は偽 TSMS よりも有意に大きくなった。本研究によって、安全で、低コストで、使い
やすい治療ツールとして、tSMS は神経リハビリテーションの有望なツールとなりうることが示
された[2]。 
  tSMS による可塑性の根底にある神経生理学的メカニズムを解明するため、雄の C57BL/6N マウ
スから得た急性運動皮質スライス標本を用いて、tSMS がニューロン内のクロライド（Cl-）チャ
ネルの活性を変化させることによって、ニューロンに内在する電気的特性を変化させることを
示した。ヒトの tSMS と同程度の強さの静磁場にマウスの錐体ニューロンを曝すと、一時的に興
奮性が低下した。静磁場の効果は DIDS と GlyH-101 でブロックされたが、NPPB ではブロックさ
れなかった。これは Cl-チャネル活性を持つトランスポーターSLC26A11 の薬理学的プロフィル
と一致する。GlyH-101 感受性の Cl-電流成分の全細胞ボルテージクランプ記録は、静磁場適用
後、閾値下および脱分極膜電位での有意な増強を示し、その結果、シャント阻害が起こり、活動
電位振幅が減少した。tSMS が神経細胞活動を抑制する効果について、初めての神経生理学的証
拠を提供することに成功した[3]。 
 
（2）パターン電流刺激法 
 我々が独自に開発した歩行を組み合わせた歩行複合閉回路式経頭蓋電気刺激（歩行複合
closed-loop tES）の臨床研究を行い、脳卒中患者での有効性の生理機構を解明する実験を行うと
ともに、新しくパーキンソン病患者に対する有効性を示すことに成功した。以下にその主要な研
究成果を述べる。 
  歩行複合 closed-loop tES が歩行中の筋活動の皮質制御を変調させているかどうかを解明する
ため、対になった表面筋電図（EMG）記録のコヒーレンス解析を用いて評価する研究を行った。
EMG-EMG コヒーレンス解析を用いて、歩行周期周波数での歩行複合 closed-loop tES が歩行
中の筋活動の皮質制御に及ぼす影響を検討することを目的とした。本研究には 14 名の健康な若
年成人が参加した。参加者全員に 2 つの試験条件（10 分間のトレッドミル歩行中に、一次運動
野の下肢領域に実際の tACS とシャム刺激）を行った。座位での前脛骨筋（TA）と外側腓腹筋
からの運動誘発電位（MEP）の平均振幅と、TA 筋、上腕三頭筋、大腿四頭筋、ハムストリング
筋の歩行中の EMG-EMG コヒーレンスを刺激前後で測定した。同期効果は、シャム刺激時より
も歩行複合 closed-loop tES 時の方が有意に高かった。歩行複合 closed-loop tES 後、TA 筋では
MEP 振幅とβ帯（13-33Hz）コヒーレンス面積が増加した。TA 筋からの MEP 振幅の変化は、



TA 筋のβ帯コヒーレンス面積の変化と正の相関があった。以上の結果から、歩行複合 closed-
loop tES は、歩行中の TA 運動ニューロンへの下行性神経駆動の強さを増強することができる
と考えられた[4]。 
  神経難病で根治の困難なパーキンソン病性歩行障害を有する患者を対象に、歩行複合 closed-
loop tES を用いた新しい神経調節システムの有効性を検証した。あらかじめ書面での同意を得
たうえで、23 名の患者を、個別に設定した快適な歩行リズムの周波数で、小脳上の歩行複合
closed-loop tES を用いた実際の介入群と、シャム刺激の対照群に無作為に割り付けた。全患者
に対して 10 回の介入セッションが行われ、歩行速度と歩幅が tES 後に有意に増加したが、シャ
ム刺激後には増加しなかった。さらに、遊脚相時間で測定される歩行対称性と、フリーズに関す
る主観的評価は、歩行中に有意に改善した。以上から、小脳上の歩行複合 closed-loop tES は、
歩行リズムを生成する脳ネットワークの調節を介して、パーキンソン病の歩行障害を改善する
ことが示された。この新しい歩行複合 closed-loop tES は、パーキンソン病関連疾患患者の歩行
機能を回復させる画期的手法となる可能性がある[5]。 
 
（3）脳機能ネットワーク測定手法の開発 
 脳機能ネットワーク測定手法に関しては、従来の手法を定量的に比較することで、もっとも有
効な計測手法を確定させ、その手法を用いて、tSMS の評価を行った。また、今後は臨床研究で
のバイオマーカーとして用いる可能性を検討していく予定である。 
 脳機能ネットワークの計測手法として、位相同期は、脳オシレーションの領域間機能的連結性
（FC）を調べるために広く用いられているが、ある実験に対してどの位相同期の測定法を選択
すべきかは知られていない。そこで、脳機能ネットワーク測定の基礎実験として、体性感覚刺激
中に健常者から記録された神経磁気脳信号を用いて、対側の一次体性感覚野と同側の二次体性
感覚野の間の刺激誘発性 FC を検出するために、phase-locking value (PLV)の虚数部、コヒーレ
ンシーの虚数部（ImCoh）、phase lag index (PLI)、重み付け PLI（wPLI）の 4 つの位相同期測
定手法の性能を比較した。分析の結果、ImCoh が刺激誘発性 FC の検出において最も優れた性
能を示し、次いで wPLI であった。また、ImCoh と wPLI の両方の計算に関係する振幅重み付
けが、ノイズ混入の影響を効果的に減衰させることがわかった。ノイズに汚染されたピリオドグ
ラムをモデル化したシミュレーション研究でも、これらの結果が再現された。本結果は、振幅依
存の測定法である ImCoh、それに次いで wPLI を計算する方法が、刺激による FC を検出する
上で有利である可能性を示唆している[6]。この結果に基づいて、本研究では、生理的意味付け
のはっきりした wPLI を、当面の解析手法として用いることにした。 
  tSMS を局所に与えた場合の、脳機能ネットワークの全体での影響を評価するために、上記の
wPLI で半球間連結の強度を評価する実験を行った。実験パラダイムとしては、左一次運動皮質
（M1）への tSMS を 20 分間行い、EEG パワースペクトルと領域間 EEG 結合に及ぼす影響を
調べた。このクロスオーバー二重盲検シャム対照試験には、12 人の右利きの健常人が参加した。
介入前 3 分間と介入開始後 17 分間の安静時脳波データを記録し、シータ（4-8Hz）、アルファ
（8-12Hz）、ベータ（12-30Hz）の各周波数について、左中心電極（C3）のパワースペクトルと、
C3 と他の電極間の wPLI を算出した。tSMS は C3 のシータ帯域の EEG パワーを有意に増加さ
せ、C3 と頭頂正中線電極間のシータ帯域の機能的結合を増加させた。以上の結果から、シータ
帯域の神経オシレーションは、前頭皮質上の tSMS によって誘発される神経生理学的効果に重
要な役割を果たしている可能性があると示唆された[7]。 
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Takeshi Inoue, Morito Inouchi, Masao Matsuhashi, Riki Matsumoto, Takefumi Hitomi, Masako Daifu-
Kobayashi, Katsuya Kobayashi, Mitsuyoshi Nakatani, Kyoko Kanazawa, Akihiro Shimotake, Takayuki
Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, Susumu Miyamoto, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda

36

10.1111/epi.14669

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
A rational, multispectral mapping algorithm for primary motorcortex: A primary step before
cortical stimulation

Epilepsia 547-559

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 １．著者名  ４．巻
Shuichiro Neshige, Katsuya Kobayashi, Masao Matsuhashi, Takefumi Hitomi, Akihiro Shimotake,
Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Takeharu Kunieda, Riki Matsumoto, Susumu Miyamoto, Ryosuke
Takahashi, Hirofumi Maruyama, Akio Ikeda

60

10.1093/sleep/zsz050

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The neural tides of sleep and consciousness revealed by single-pulse electrical brain
stimulation

Sleep 1-9

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 １．著者名  ４．巻
Kiyohide Usami, Anna Korzeniewska, Riki Matsumoto, Katsuya Kobayashi, Takefumi Hitomi, Masao
Matsuhashi, Takeharu Kunieda, Nobuhiro Mikuni, Takayuki Kikuchi, Kazumichi Yoshida, Susumu
Miyamoto, Ryosuke Takahashi, Akio Ikeda, Nathan E. Crone

42

10.1016/j.brs.2019.06.015

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Real-time estimation of electric fields induced by transcranial magnetic stimulation with deep
neural networks.

Brain stimulation 1500-1507

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Yokota T, Maki T, Nagata T, Murakami T, Ugawa Y, Laakso I, Hirata A, Hontani H 12

 １．著者名



2020年

2019年

2019年

〔学会発表〕　計240件（うち招待講演　68件／うち国際学会　58件）

2023年

 ２．発表標題

Neuroscience2023（国際学会）
 ３．学会等名

Erika Omae, Atsushi Shima, Kazuki Tanaka, Akari Ogawa, Masako Yamada, Cao Yedi, Mima Tatsuya, Tadashi Isa, Satoko
Koganemaru.

 １．発表者名

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

A novel approach using neurofeedback learning to enhance cerebellar brain inhibition in spinocerebellar degeneration
patients.

10.1002/mds.27717

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Voxel-based quantitative susceptibility mapping in Parkinson's disease with mild cognitive
impairment.

Movement Disorders 1164-1173

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Uchida Y, Kan H, Sakurai K, Arai N, Kato D, Kawashima S, Ueki Y, Matsukawa N. 34(8)

 １．著者名

10.3389/fnins.2019.00602. eCollection 2019.

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Impaired Motor Skill Acquisition Using Mirror Visual Feedback Improved by Transcranial Direct
Current Stimulation (tDCS) in Patients With Parkinson’s Disease

Frontiers in Neuroscience 602

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Horiba Mitsuya、Ueki Yoshino、Nojima Ippei、Shimizu Yoko、Sahashi Kento、Itamoto Shogo、Suzuki
Ayuko、Yamada Gohei、Matsukawa Noriyuki、Wada Ikuo

13
 １．著者名

10.1016/j.clinph.2019.07.006

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Low-dose perampanel improves refractory cortical myoclonus by the dispersed and suppressed
paroxysmal depolarization shifts in the sensorimotor cortex

Clinical Neurophysiology 1804-1812

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Oi K, Neshige S, Hitomi T, Kobayashi K, Tojima M, Matsuhashi M, Shimotake A, Fujii D, Matsumoto
R, Kasama S, Kanda M, Wada Y, Maruyama H, Takahashi R, Ikeda A

130
 １．著者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本生理学会第100回記念大会

日本生理学会第100回記念大会

第60回日本リハビリテーション医学会春季学術集会

第46回日本嚥下医学会学術講演会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Erika Omae, Atsushi Shima, Kazuki Tanaka, Akari Ogawa, Masako Yamada, Tadashi Isa, Satoko Koganemaru.

Satoko Koganemaru, Kazuki Tanaka, Atsushi Shima, Erika Omae, Masako Yamada, Cao Yedi, Akari Ogawa.

大前 恵利夏, 島 淳, 田中 和樹, 山田 真子, 曹 葉迪, 中村 智之, 星合 宗, 千葉 友美, 入澤 寛, 美津島 隆, 伊佐 正, 小金丸 聡子.

小金丸聡子

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

脳活動にアプローチする嚥下障害治療　シンポジウム7「新しい訓練手技」

Neurofeedback Learning of Cerebellar Brain Inhibition in Patients with Spinocerebellar Degeneration -A proof of concept
study- 脊髄小脳変性症患者における小脳抑制(CBI)ニューロフィードバック学習の試み

The effects of the paired associative premotor-cerebellar stimulation on the non-targeted cerebellar function in healthy
subjects. 小脳性連合性対刺激法における非対象側小脳半球機能の変化.

経頭蓋律動電流電気刺激(tACS)を用いた脳卒中後失語症症例における言語機能の改善



2024年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第5回日本スティミュレーションセラピー学会学術大会（招待講演）

第13回日本小脳学会学術集会（招待講演）

第47回日本嚥下医学会学術講演会

第46回日本神経科学会（招待講演）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

小金丸聡子

 ３．学会等名

平川佳菜 、小金丸聡子、岩永健、島淳、曹叶迪、大前恵利夏、山田真子、田中和樹、美馬達哉、末廣篤、大森孝一

小金丸聡子

小金丸聡子

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

N-of-1 試験による難治性嚥下障害に対する経頭蓋的直流電気刺激(tDCS)効果の検討

Facilitation of hyper-recovery from severe brain damages. Symposium: New horizon of Hyper-Adaptability

歩行同期型脳刺激を併用したロボット歩行トレーニングの紹介. シンポジウム「脳梗塞当事者が伝える《生活期でも機能向上する秘訣》と
は ～経頭蓋電気刺激療法、ボツリヌス療法、訪問リハビリを経験して～」 、京都、2023. 10.17

小脳障害に対する非侵襲的脳刺激.

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第53回日本リハビリテーション医学会中部・東海地方会（招待講演）

日本生理学会第100回記念大会（招待講演）

第９回歩行リハビリテーション研究会（招待講演）

第46回日本神経科学大会（国際学会）
 ３．学会等名

小金丸聡子

小金丸聡子

小金丸聡子

Sumiya Shibata, Hirotaka Takahashi, Yu Miida, Tatsuya Mima, Hideaki Onishi

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

「Neuroscience of functional recovery after brain damage and its clinical application脳損傷後機能回復の神経科学と臨床実践」

経頭蓋律動電流電気刺激による歩行機能の改善

Priming effects of transcutaneous vagus nerve stimulation on the inhibitory effects of transcranial static magnetic field
stimulation on the human primary motor cortex

神経ネットワーク可塑性とリハビリテーション治療. 生涯教育研修会

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第21回日本神経理学療法学会学術大会（招待講演）

第53回日本臨床神経生理学会学術大会

第62回日本生体医工学会大会

生体医工学シンポジウム2023

小川紗也香，寺田萌，藤原瑶平，小野弓絵

芝田純也

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

適応的な運動想起指示による脳卒中患者の運動関連脳活動評価法の改善

症例研究の質を高める ～N-of-1 研究～

tSMSの作用機序と安全性および深部刺激への挑戦

脳卒中ニューロリハビリテーションの高効率な運動訓練法の検討

 １．発表者名

 １．発表者名

芝田純也

小川紗也香,小野弓絵



2023年

2023年

2023年

2024年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第15回日本ニューロリハビリテーション学会学術集会（国際学会）

 ３．学会等名

杉山海理，小野弓絵

小野弓絵

小野弓絵

D Sawamura, H Miura, T Suzuki, Y Ogihara, Y Imai, A Watanabe, Y Tokikuni, S Sakuraba, Y Ono

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

生体医工学シンポジウム2023

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

VR運動訓練中の多感覚フィードバックが運動関連脳活動に与える影響の検討

EEG-fNIRSによるFlow感情価の時系列推定

複数のてんかんバイオマーカーを統合した手術支援システムの開発

Brain Activities and Neural Networks in Cognitive-motor Dual-task Interference: A Near-infrared Spectroscopy Study

 １．発表者名

日本心理学会第87回大会（招待講演）

第56回日本てんかん学会学術集会（招待講演）



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第28回日本基礎理学療法学会学術大会

第52回長野県理学療法学術大会（招待講演）

第11回日本運動器理学療法学会学術大会

第10回日本予防理学療法学会学術大会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

野嶌一平

井ノ上 真白, 野池 貫志, 松井 佑介, 宇野 光平, 野嶌 一平

井ノ上 真白, 野池 貫志, 松井 佑介, 宇野 光平, 野嶌 一平

野嶌一平

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

神経筋ネットワーク解析に基づく新しい運動介入への挑戦

歩行の神経筋制御評価と介入

地域で活用できる姿勢推定ライブラリを基盤とした動作解析システムの開発

臨床での動作解析に向けたOpenPoseベースのシステム開発とその信頼性評価

 １．発表者名



2023年

2023年

2024年

2023年

第21回日本神経理学療法学会学術集会

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第2回日本物理療法合同学術大会

World Physiotherapy Congress 2023（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

Watanabe T, Chen X, Yunoki K, Matsumoto T, Horinouchi T, Ito K, Ishida H, Kirimoto H

 ２．発表標題

山中 英士, 後藤 凌介, 川上 途行, 立石 貴樹, 近藤 国嗣, 野嶌 一平

山中 英士, 後藤 凌介, 川上 途行, 立石 貴樹, 近藤 国嗣, 野嶌 一平

山中 英士, 佐藤 孝嗣, 奥山 航平, 井上 靖悟, 辻川 将弘, 野嶌 一平

第28回日本基礎理学療法学会学術大会

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

The effects of transcranial static magnetic field stimulation over the dorsolateral prefrontal cortex on working memory
performance and brain oscillatory activity

亜急性期脳卒中患者の静止立位における下肢筋間コヒーレンスの縦断的変化

亜急性期脳卒中患者の静止立位における左右脚COP同調性の縦断的変化-dual force platesを用いた検討-

単一および複数セッションの前脛骨筋機能的電気刺激介入に伴う歩行時皮質脊髄活動の変化：症例報告

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

5th International Brain Stimulation Conference（国際学会）

Neuroscience（国際学会）

Horinouchi T, Matsumoto T, Watanabe T, Sunagawa T, Shibata S, Mima T, Kirimoto H

Horinouchi T, Watanabe T, Kirimoto H

桐本 光

桐本 光

第25回日本薬物脳波学会学術集会

第17回日本作業療法研究学会学術大会（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

The effects of unilateral and bilateral transcranial static magnetic field stimulation over the premotor cortex on simple
and choice reaction times

Brain Oscillations Related to Prolonged Reaction Times in Go/No-go Tasks with Different Meanings of Stimulus Color

シンポジウム　電気生理学的手法の作業療法学への展開と未来「非侵襲的脳刺激のないリハビリテーションなんて」

教育講演「学術誌に受理される論文の書き方」 ，「Introductionの重要性」

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第53回日本臨床神経生理学会学術大会（招待講演）

第53回日本臨床神経生理学会学術大会（招待講演）

第17回日本作業療法研究学会（招待講演）

第17回日本作業療法研究学会

桐本 光

堀之内峻之，石田晴輝，渡邊龍憲，桐本光

桐本光，堀之内峻之，祢津智久

桐本 光

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

シンポジウム　作業療法と臨床神経生理学「当たり前のように非侵襲的脳刺激が作業療法リハビリのお供になる日まで」

交通ルールとストループ状態の視覚刺激に対する歩行開始動作の反応時間と予測性姿勢調節

耳介からの非侵襲的迷走神経刺激によるコリン作動性神経回路の活性化

シンポジウム　静磁場刺激クロニクル「健常者を対象としたtSMSの応用研究」

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第17回Motor Control研究会

第２回広島大学脳神経科学セミナー

 ３．学会等名

 ３．学会等名

堀之内 峻之，渡邊 龍憲，桐本光

 ２．発表標題

堀之内 峻之，渡邊 龍憲，桐本光

桐本光，堀之内峻之，祢津智久

堀之内 峻之，渡邊 龍憲，石田 晴輝，桐本光

第28回日本基礎理学療法学会学術大会

第17回Motor Control研究会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

先行知識に反するGo/No-go課題の反応時間の遅延と前頭葉の脳律動

視覚刺激色の文脈に依存したGo/No-go課題の反応時間と前頭葉の事象関連同期/ 脱同期

間歇的及び持続的な経耳介迷走神経刺激が短潜時求心性抑制に及ぼす影響

視覚刺激色の先行知識が歩行開始の反応時間と予測性姿勢調節に及ぼす影響

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第53回日本臨床神経生理学会学術大会

第53回日本臨床神経生理学会学術大会

堀之内 峻之，渡邊 龍憲，石田 晴輝，桐本光

桐本光，堀之内峻之，祢津智久

桐本光，堀之内峻之，祢津智久

石坂陸， 中村水優， 桐本光， 松本卓也， 堀之内峻之, 渡邊 龍憲

第28回日本基礎理学療法学会学術大会
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視覚刺激色の先行知識がGo/No-go課題の予測姿勢調節機能と反応時間に及ぼす影響

間歇的及び持続的な経耳介迷走神経刺激がコリン作動性神経回路に及ぼす影響

経耳介迷走神経刺激による短潜時求心性抑制の増強

経頭蓋静磁場刺激が脳の興奮性に及ぼす影響: 一次運動野の下肢領域に対する検証
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第28回日本基礎理学療法学会学術大会

10th Jakarata Neurology Exbition Workshop Symposiumu (JAKNEWS).（招待講演）（国際学会）

11th Jakarata Neurology Exbition Workshop Symposiumu (JAKNEWS).（招待講演）（国際学会）

The 15th biennial convention of the Asean Neurological Association 2023（招待講演）（国際学会）
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Pathophysiology of Tics Focusing on facial tics.

Pathophysiology of Tics Focusing on facial tics.

Central and peripheral motorcondution studies by single pulse TMS.

視覚運動制御における腹側運動前野による一次運動野の調整機構

 １．発表者名



2023年

2023年

2023年

2023年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

26th World Congress of Neurology (WCN2023).（招待講演）（国際学会）

11th Congeress of the Latin America Chapter of the IFCN（招待講演）（国際学会）
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Ugawa Y
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Ugawa Y
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Tokyo Super EGM Hands-on course 2023（招待講演）（国際学会）

1st Expert Workshop - Controversies in Brain Stimulation: Targetting Variability in Transcranial Stimualtion Research（招待
講演）（国際学会）
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USG hereditary and inflammatory neuropathies.

Single pulse TMS: MEP recording

Quaripluse stimulation.

BASIC KNOWLEDGE OF NERVE ULTRASONOGRAPHY.
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小林絢水、植木美乃、村上里奈

第24回日本正常圧水頭症学会

第52回日本リハビリテーション医学会　中部東海地方会
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Pathophysiology of myoclonus

Neurophysiological Examination of Movement Disorders. Parkinson dieases and Dystonia.

特発性正常圧水頭症疑い患者のタップテスト前後における定量的指タッピング評価

地域医療病院における高齢者の安全な経口摂取推進の取り組み
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第64回日本神経学会学術大会

第27回日本神経麻酔集中治療学会
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術前の血清フロチリンレベルと術後の神経認知障害の関連性検索：前向き観察研究

当院における自動車運転再開支援の結果とその後の運転再開状況について

難病患者の地域リハビリテーション医療の課題について

パーキンソン病のL‐ドパ持続経腸療法(LCIG)導入症例における治療薬の使用状況
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第7回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会

第47回静岡リハビリテーション医学会（招待講演）
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植木美乃
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第47回日本高次脳機能障害学会学術集会
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神経疾患におけるニューロリハビリテーション

失語症訓練支援アプリケーション(KOTOREHA)による短期集中療法が及ぼす臨床効果

Microsoft社製Kinect v2を用いた歩行解析による大腿骨近位部骨折術後の歩容評価と歩行予後予測指標の検討

高頻度反復性経頭蓋磁気刺激（rTMS）と集中的理学療法における歩行能力向上と体幹機能の関連について
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大須理英子

The 64th Annual Meeting of the Japanese Society of Neurology（招待講演）（国際学会）

The 53rd NIPS International Symposium（招待講演）（国際学会）
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神経疾患の新規歩行リハビリテーション治療

脳疾患におけるリハビリテーションと性差

Gait-combined closed-loop brain stimulation can improve walking dynamics in Parkinson’s disease

Neuroscience in Social Applications
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電子情報通信学会総合大会（招待講演）

The 53rd NIPS International Symposium "Neural Dynamics and Information Processing in the Brain and Body（招待講演）（国際学
会）

第5回日本リハビリテーション医学会秋季学術集会

第51回日本臨床神経生理学会学術大会
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Exploring the role of transient synchrony in human brain and body networks: Innovative manipulative techniques

嚥下観察による脳活動変化－健常人における検討

Closed-loop方式での非侵襲的脳刺激法による歩行再建とその生理機構

脳科学・心理学は「こまりごと」の解決を 支援しうるか？
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第55回日本作業療法学会（招待講演）
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シンポジウム 07 「脳科学のリハビリテーションへの応用」静磁場暴露による脳機能の可塑的変化の誘導

経頭蓋静磁場刺激による脳波への影響：tSMS-EEG計測によるネットワーク分析

シンポジウム「脳疾患の作業療法と臨床神経生理」

企画セミナー「神経生理学者がイタミに寄り添う時 」

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名
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楽器演奏経験がrepeated bout rate enhancementへ与える影響

ピアノ演奏者のタッピングの同期安定性は視聴覚複合刺激で向上する

運動前野に対する経頭蓋静磁場刺激の効果 視覚反応課題を用いたpilot study

静的筋収縮時の運動負荷形式の違いが皮膚感覚情報の処理過程に及ぼす影響 不動の物体を押すか，錘を牽引するか
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第15回Motor control研究会
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ピアノ演奏経験の有無が外的ペースタッピング課題時の同期の正確性および運動制御様式に与える影響

ピアノ演奏経験者が行う外的ペースタッピングの同期安定性は視聴覚複合刺激で顕在化する

静的筋収縮では錘を牽引する時より不動の物体を押す時に皮膚感覚情報が必要とされる

ピアノ演奏者の外的ペースタッピングにおける同期安定性は音楽学習環境に近似した刺激提示で顕在化する
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第76回日本体力医学会大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Robust detection method of motor imagery activity for neurorehabilitation: a preliminary study in healthy participants and
hemiplegic stroke patients

運動前野への経頭蓋静磁場刺激が単純および選択反応時間に及ぼす影響

一定の筋力保持に関与する皮膚感覚情報の処理過程は運動負荷形式によって異なる ―筋力制御と肢位制御―

静的筋収縮時の負荷形式の違いが皮膚感覚情報の処理過程に及ぼす影響 筋力制御と肢位制御
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Brain-Machin Interfaceを用いたDigital Mirror Boxによる神経リハビリテーションの臨床効果

Gait training in Virtual Reality home environment for stroke patients

コヒーレンスフィードバック介入による立位姿勢制御調整

視覚フィードバック課題を用いた能動的な動的力制御時の皮質－筋コヒーレンス
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経頭蓋律動電流刺激とヒト歩行

前額面での膝位置覚はknee-in姿勢において誤差が生じやすい

ALSの嚥下障害症例1例における脳波による嚥下関連脳活動

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

7th Asian Oceanian Congress of Clinical Neurophysiology（招待講演）（国際学会）

7th Asian Oceanian Congress of Clinical Neurophysiology（招待講演）（国際学会）

Ugawa Y

Ugawa Y

Ugawa Y

Ugawa Y

Jakarta Neurology Exhibition, Workshop and Symposium (JakNEWS)（招待講演）（国際学会）

Jakarta Neurology Exhibition, Workshop and Symposium (JakNEWS)（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Demonstration of TMS

Application of TSM in movement disorders.

Guide to Comprehensive Management of Functional Movement Disorders.

Myoclonus: Hperkineitc movement disorders.

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Jakarta Neurology Exhibition, Workshop and Symposium (JakNEWS)（招待講演）（国際学会）

25th World Congress of Neurology 2021（招待講演）（国際学会）

25th World Congress of Neurology 2021（招待講演）（国際学会）

25th World Congress of Neurology 2021（招待講演）（国際学会）

Ugawa Y

Ugawa Y

Ugawa Y

Ugawa Y

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Nerve neurosonology. Neurosonology workshop.

Epilepsy and TMS. Epilepsy and TMS. NON-INVASIVE BRAIN STIMULATION: TMS (WFN/ INTERNATIONAL FEDERATION OF CLINICAL
NEUROPHYSIOLOGY JOINT SESSION)

Transcranial ultrasound stimulation. NEUROPHYSIOLOGICAL TECHNIQUES IN DIAGNOSIS AND THERAPY OF NEUROLOGIC AND
NEUROPSYCHIATRIC DISEASES WORKSHOP,

Hperkineitc movement disorders.Case Based Discussion Dystonia, Chorea and Combine Movement Disorder.

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

4th International Brain Stimulation Conference（招待講演）（国際学会）

MDS-AOS Outreach program 2021, Hyperkinetic movement disorders: From neurophysiology to clinical practice（招待講演）（国際
学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Ugawa Y

 ２．発表標題

Ugawa Y

Ugawa Y

Ugawa Y

MDS-AOS Movement Disorders in Asia - Past to Present: Genetic Aspects（招待講演）（国際学会）

MDS-AOS Movement Disorders in Asia - Past to Present: Genetic Aspects（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

Simple and complex jerks: How to interpret myoclonus?

Case presentation.

Benign Adult Familial Myoclonus Epilepsy.

What I have done with Professor Rothwell in NBS field.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第14回日本パーキンソン病・運動障害疾患コングレス（招待講演）

第62回日本神経学会学術大会（招待講演）

宇川 義一

宇川 義一

宇川 義一

宇川 義一

第15回パーキンソン病・運動障害疾患コングレス（招待講演）

第8回モニタリングセミナー（招待講演）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名
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Orexin receptor activation induces a novel slow afterhyperpolarization in serotonergic dorsal raphe neurons.

Regulated KCC2 phosphorylation is critical for dynamic GABA-mediated inhibition.
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Caloric restriction mediated hypothalamic-pituitary-adrenal axis regulation is dependent on a subset of AgRP neuronal
activation.

オレキシンは縫線核セロトニン作動性ニューロンにおいて非選択的陽イオンチャネルの閉口による発火後過分極を誘発する.

発達性てんかん性脳症を引き起こすKv2.1 R306C 変異の大脳皮質錐体神経発火活動への影響について.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第９回新胎児学研究会

The Annual Meeting of the Society for the Neural Control of Movement 2021（国際学会）

福田 敦夫

Kento Hirayama, Takayuki Koga, Rieko Osu

Tatsuya Mima

Hitoshi Maezawa,Tatsuya Mima,Michael A Nitsche,Masayuki Hirata

第43回日本神経科学大会

第43回日本神経科学大会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

母体ストレスが胎児に与える影響：動物モデルからの警鐘

Electrical stimulation of the wrist biases human hand choice

A new noninvasive closed-loop system for gait-synchronized brain stimulation applied for stroke rehabilitation

Central mechanisms of tongue motor functions in humans

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第43回日本神経科学大会

第57回日本リハビリテーション医学会学術集会

第57回日本リハビリテーション医学会学術集会

第61回日本神経学会学術大会

佐藤岳史,江藤謹司,美馬達哉

小金丸聡子,石橋遼,冨岡正雄,美馬達哉,佐浦隆一

Tatsuya Mima

Sumiya Shibata,Jianxu Zhang,Hen Wang,Jinglong Wu,Tatsuya Mima

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

脳卒中後慢性疼痛に対する経頭蓋直流電気刺激の使用経験

右下部頭頂葉梗塞にて軽度の失行を呈した症例における道具操作課題とtDCS効果

Recent Topics in Neuromodulation by transcranial Static Magnetic Stimulation

Simulation Study for the magnetic field distribution produced by the brand-new transcranial static magnetic stimulation with
three magnets

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Federation of European neuroscience society (Web)（国際学会）

Federation of European neuroscience society (Web)（国際学会）

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Watanabe T, Matsumoto T, Yunoki K, Kuwabara T, Kubo N, Chen X, Mima T, Kirimoto H

 ２．発表標題

美馬達哉

Kuwabara T, Watanabe T, Matsumoto T, Yunoki K, Kubo N, Chen X, Mima T, Kirimoto H

Matsumoto T, Watanabe T, Kuwabara T, Yunoki K, Chen X, Kubo N, Kirimoto H

第61回日本神経学会学術大会

Federation of European neuroscience society (Web)（国際学会）

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名
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study

Functional recovery and brain network changes in stroke motor rehabilitation using brain machine interface

Brain machine interface for personalized stroke motor rehabilitation

EEG Classification of Grasp and Pinch Movements by Transfer Learning of Image-based CNN
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Brain-Machine Interfaceを用いたDigital Mirror Boxによる神経リハビリテーション:-システム改良後の臨床効果-

脳卒中リハビリテーション前後の運動野半球間結合性の変化と機能回復との関連

多感覚フィードバックを付与する家庭内自由歩行訓練用VRの開発

安静時μ波強度に着目した運動想起脳活動の検出方法の検討
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最適な極性の経頭蓋直流電気刺激が運動想起時脳活動に与える効果の検討

Voltage-sensitive Na+ and K+ current components in interneuron precursors in the medial ganglionic eminence of the embryonic
cerebrum.

Developmentally regulated KCC2 phosphorylation is critical for dynamic GABA-mediated inhibition.

胎児期,生後発達期のタウリン枯渇は大脳皮質錐体神経の発火応答を鈍麻させる.
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発達期皮質錐体細胞におけるCa2+動態とタウリンによるGABAA受容体活性化.

神経連続発火活動低下を伴うてんかん性脳症発症機序の解明を目指して.

背側縫線核セロトニン作動性ニューロンにおけるオレキシン誘発性発火後過分極がシナプス入力感受性に及ぼす影響.

神経細胞内タウリンによるリン酸化を介したGABAA受容体発現制御機構.
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胎生脳内側基底核原基の神経前駆細胞における２種類の電位依存性陽イオン電流の発見.

リン酸化によるカリウム-クロライド共輸送体(KCC2)の機能制御はGABAによる抑制性伝達形成に必須である.

Gad1ヘテロ欠損と胎生期ストレスの二重ヒットによりエピジェネティックに惹起される神経発生,分化の運命転化.

Prenatal stress on Gad1 insufficient fetuses enhances tonic inhibition in medial prefrontal cortex by increasing
excitability of GABA neurons.
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カリウム-クロライド共役担体(KCC2)のリン酸化による機能制御.

発達期皮質錐体細胞におけるCa2+動態とタウリンによるGABAA受容体活性化.

Identification of the GABAergic projections from arcuate nucleus involved in modulation of the CRH release.

Gad1 heterozygotes subjected to prenatal stress undergo epigenetic dysregulation of genes perturbing neurodevelopment and
behavior.
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Pivotal roles of neuronal excitation-inhibition dynamics in epileptogenesis of human and animal models.

TMS-EEG計測による脳ダイナミクスのプローブ手法の提案.

Clinical Application of tSMS in Stroke.

Prenatal stress on Gad1 insufficient fetuses drastically change GABA transmission in the medial prefrontal cortex.
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Static magnetic fields reduce excitability of pyramidal neurons by enhancing membrane Cl- conductance in the mouse motor
cortex.

脳波による嚥下関連脳活動―健常人における検討.

Event-related desynchronization during swallowing in healthy adults.

Static magnetic fields reduce excitability of pyramidal neurons by increasing membrane Cl－ conductance in the mouse motor
cortex.
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Static magnetic fields decrease excitability of pyramidal neurons by increasing membrane Cl－ conductance in the mouse motor
cortex.

経頭蓋静磁場刺激による大脳半球間抑制への影響の時間的変化

閉ループ制御機構脳刺激法によるパーキンソン病患者への歩行介入

脊髄小脳変性症患者におけるTMSを用いた小脳性連合性対刺激法の長期効果の検討
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新たらしい脳刺激法：静磁場刺激を中心に

経頭蓋直流電気刺激にて脳卒中後疼痛が軽減した3例

Influence of static magnetic field stimulation on the accuracy of tachystoscopically presented line bisection

静磁場暴露による半球間抑制のモジュレーション
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静磁場暴露による補足運動野の機能抑制

The effect of transcranial static magnetic field stimulation over the supplementary motor area on the function of
anticipatory postural adjustments

The effects of transcranial static magnetic field stimulation over the premotor cortex or dorsolateral prefrontal cortex on
reaction time

非侵襲的脳刺激ツールとしての静磁場 ．シンポジウム 「作業を捉えるマルチストラータ研究の最先端」
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運動前野または背外側前頭前野に対する経頭蓋静磁場刺激の介入効果を検討するための予備的研究

補足運動野に対する経頭蓋静磁場刺激が先行随伴性姿勢調節に及ぼす影響

経頭蓋静磁場刺激が運動前野または背外側前頭前野に及ぼす影響の検討―視覚反応課題の反応時間を用いた評価－

脳機能就職技術のリハビリテーションへの応用
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経頭蓋青磁場刺激とは？～理学療法への応用の可能性～

「握る」と「つまむ」動作を補助するウェアラブルBMIロボットの開発

SPMソフトウェアを用いたMEG信号源解析の検討
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経頭蓋直流電気刺激による運動想起脳活動の促進効果の検討
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A KCC2 phospho-switch is essential for dynamic GABA-mediated inhibition and postnatal survival.

Prenatal stress to the Gad1 heterozygotes causes epigenetic changes in neurodevelopment and behavior relating genes and
affects their phenotypes.

Effect of orexin on the firing pattern of serotonergic dorsal raphe neurons.

Prenatal stress to the Gad1 heterozygotes induces neurodevelopmental disorder-like phenotypes along with epigenetic changes
in relating genes.
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Pivotal roles of Cl-homeostasis in epileptogenesis of human and animal models.

胎生期大脳基底核原基の神経前駆細胞に生じる膜電流成分について.

抑制性神経伝達を維持するカリウム-クロライド共役担体(KCC2)のリン酸化による制御の役割.

背側縫線核セロトニン作動性ニューロンおけるオレキシン誘発性発火後過分極と内向き電流に対する細胞内外カルシウム濃度の影響.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Neuroscience 2019

Neuroscience 2019

Ishibashi, M, Berry EA, Molina NE, Sato T, Fukuda A, Leonard CS.

Wang T, Sinha Adya S, Mutoh H, Akita T, Yanagawa Y, Kawai T, Hata K, Fukuda A.

Watanabe M, Fukuda A.

石橋賢, 福田敦夫 , Leonard CS.

Neuroscience 2019

第46回日本脳科学会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Impact of a novel slow afterhyperpolarization (sAHP) on spike encoding by serotonergic (5-HT) dorsal raphe (DR) neurons.

Gad1 heterozygotes subjected to prenatal stress undergo epigenetic dysregulation of genes perturbing neurodevelopment and
behavioral phenotypes.

Excitatory gabaergic inputs to gnrh neurons are required for female reproduction.

背側縫線核セロトニン作動性ニューロンおけるオレキシン誘発性発火後過分極と内向き電流に対する細胞内外カルシウム濃度の影響.

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

Neuroscience/Epilepsy Mini Symposium in UNSW（招待講演）（国際学会）
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新学術領域研究（オシロロジー）2019年度第二回領域会議
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Mutations and posttranslational modulations of the K+-Cl_ cotransporter underlie seizures and epilepsy.

細胞発振現象と集団発振のモーダルシフト.

てんかん性脳症をもたらす電位依存性K+チャネルKv2.1変異を導入したノックインマウスを用いた発症機序の解析.

Astrocytes signaling to control GABA inhibition.
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自然科学研究機構分野融合型共同研究事業　ワークショップ「運動・行動から紐解く脳神経回路発達メカニズムの異分野融合研究による解
明」
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発達期のCRHニューロン制御機構におけるGABAの役割.

リン酸化によるカリウム-クロライド共役担体(KCC2)の機能制御はGABAによる抑制性伝達形成に必須である.

発達期皮質錐体細胞におけるCa2+動態とタウリンによるGABA受容体活性化.

Gad1ヘテロ欠損と胎生期ストレスの二重ヒットによりエピジェネティックに惹起される神経発生の運命転化.
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発達期皮質錐体細胞におけるCa2+動態とタウリンによるGABAA受容体活性化.

Gad1 heterozygotes subjected to prenatal stress undergo epigenetic dysregulation of genes perturbing neurodevelopment
altering inhibitory network and behavior.

Two cation current components in GABAergic interneuron precursors in the medial ganglionic eminence of the embryonic brain.

Developmentally regulated KCC2 phosphorylation is essential for dynamic GABA-mediated inhibition and survival.
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WNK3 kinase maintains basal excitability by regulating inward rectification and intracellular chloride in layer V pyramidal
neurons of mouse medial prefrontal cortex.

脳のリズムネットワークと脳卒中病態との関連

Orexin receptor activation induces a novel slow afterhyperpolarization that results from the calciumdependentclosure of
cation channels in serotonergic dorsal raphe neurons.
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